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Summary of Thesis: 
In order to form a regional community, It is necessary that citizens participate local activities voluntarily. 
But the way to motivate them isn't obvious. "Ibasho" is community space where a variety of people can 
readily visit and freely interact with one another. It provides opportunities for individuals to participate 
communities, and they often become the actors in community activities and problem solution.  
 The purpose of this study is to figure out the process of the participant's experience in Ibasho and the 
effective design factors. I picked up four cases from among commonly-accepted best practices of Ibasho 
and conducted fieldwork investigations and interviews with 4 leaders and 40 participants. Four cases 
were as follows: Shiba-no-Ie in Tokyo, Uchi-no-Jikka in Niigata, Lita Club in Toyama and Tsuyazaki 
Branch in Fukuoka.  
 The result of the survey shows that the important factors of participants are the expansion of human 
relations that is believed, self-quest caused by the communication, trial and error for the activities. And 
design requirements of the collaboration platform are confirmed to be able to adapt to Ibasho. The 
community platform differs from the business platform in several aspects such as the importance of the 
philosophy of the key person and the management of participant's Internal change and relationships. 
 In conclusion, Ibasho is dynamic process between participants and the platform and emergent by the 
interaction of the participants. This process is the transition of life for the individual, and it become vitality 
of region as a result. 
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研究課題 2 つながりと活動を創出するためのプラットフォームの設計要件 
	 参加者が安心して他の参加者と関わり、信頼関係をひろげ、新たな活動を起こす場をどのよ
うにつくることができるか。	地域協働の場づくりは、キーパーソンの暗黙知に頼ることが多い。	






































て詳細に事例を述べる。第 5 章では、研究課題 1 の調査結果を示し、参加主体の意識・行動変
化の過程について報告する。第 6 章は調査課題 2 の結果を提示しプラットフォームの設計と効



































                                            
14 さわやか福祉財団「ふれあいの居場所とは」、




































                                            
16 日本建築学会編『まちの居場所―まちの居場所をみつける/つくる』、東洋書店、2010 年、180-194 頁。 
17 前掲書、175 頁。 
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されており、1958 年には 88％の市町村に公民館が設置され、34,650 館にのぼるようになった。 














                                            



























































































































































































































































































った批判（江上 2002 等）があり、政策科学としての実践的提案の必要性（松原 1978）が指摘さ














































































































































































図 2-3. 協働プラットフォームにおける参加から活動生成までの概念図 
 
つながりと活動の生成過程への注目 
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	 続くモダニズムの局面は、戦後から 1970 年までの時期である。実証主義の立場から質的研究
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	 表象の危機の時期（第 4 の時期）は、1986 年に相次いでエスノグラフィや解釈人類学に対す







書き手のストーリーを通して他者を表象するといった実験（Stoller & Olkes 1987）などが行わ
れ、こうした議論や実践を通じて、フィールドワークと著述との違いを厳密に考える態度が定
着していった。 
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表 3-1. 研究の局面 
 
































































表 3-2. 解釈パラダイム 
 












	 局面 3 の研究の戦略は、研究課題や研究目的を明確化し、その設問に答えるためにふさわし
いフィールドや情報、効果的な戦略を選ぶという研究計画を立案する局面である。この戦略は、
研究者がフィールドに入る際の「技術や前提や慣行の総体」であり、これにより研究者はフィ




































































                                            
27 フリック、前掲書、79-80 頁。 
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図 3-1. 質的研究における３つの視角 






































































































































可能な知見としてまとめる（Flick 2011、Creswell & Clark 2007）。現場に寄り添いながら、最
終的には現場に再接続されるような実践的理論の構築を目指す。 
                                            
































































図 3-3. プロセスモデル 




功を収めており、かつ多様なテーマを持つ 3 つの事例を取り上げる。そして、各事例 10 名程度
の参加者とプラットフォームアーキテクトである主宰者に対する聞き取り調査を行う。	


































































































































表 4-1. 地域の居場所の類型 


















































表 4-2. 比較対象とする事例 





















表 4-3. 調査対象の基本情報 
 芝の家 うちの実家 リタクラブ 津屋崎ブランチ 






活 動 拠 点 型 ／ テ
ーマコミュニティ重
視 






代表者 坂倉杏介 河田珪子 平木柳太郎 山口覚 
事業主体 
行政＋大学 民間（個人） 民間（株式会社） 行 政 → 民 間
（NPO） 
設立年 2008 年 2003 年 2009 年 2009 年 
開室時間 
火〜土曜日 
 12 時〜17 時 
火・金曜日 


















円、食事代 300 円 
会員制 入会金
3000 円＋月額
























	 現在芝の家は、月曜日から土曜日まで週 5 日間オープンし、赤ちゃんから 80 代のお年寄りま
で多様な世代が訪れては、おしゃべりをしたりお茶を飲んだりと、好き好きに過ごしている。










図 4-1. 芝の家 
 
事例 2 うちの実家 
	 二つ目の事例は、有償ボランティアによる在宅福祉サービス「まごころヘルプ」を 1990 年に
新潟市で設立した河田珪子が代表を勤める常設型地域の茶の間「うちの実家」である。「誰かに
会いたい、誰かと話したい、誰かと一緒にお茶のみしたい、行くところがほしいという人々の
願い」に応える居場所として、住宅地の空き家を借り受けて 2003 年に始まった（2013 年閉所）。







                                            













図 4-2. 「うちの実家」 
 
事例 3 リタクラブ 
	 事例３は、富山県富山市に所在するコワーキングスペースである。主宰者の平木柳太郎氏の
「地元・富山を元気にしたい」という思いから設立された、「学びたい大人のための自習室」を

















図 4-3. リタクラブ 
 































	 芝の家の概況を、2015 年度の報告書にもとづき整理する。まず開室状況は、年間合計 240	日
であった。オープン日は、火曜〜土曜日で、日曜日と月曜日は定休日である。開室時間帯は、












	 年間来場者数は、9168	人であった。前年度は 8842	人なので微増である。年間開室日数は 240	
日であるから、1	日辺りの平均来場者数は、38.2	人となる。イベントが行われ 60 人以上の来
場者で賑わう日もあれば、20 人程度でゆっくり静かに過ごす日もある。しかし、来場者が 20 名
を下回ることはほとんどない。	











	 年度ごとの年間来場者のべ人数と 1 日あたり来場者数を示したグラフが図 5 である。2013 年
から開室日が週 5 日に減少したこと、中心となるスタッフの交代など運営が不安定になった影
響もあり一時的に来場者数の落ち込みはあったが、以降は、来場者数は 2012 年の水準まで戻り、
むしろ 1 日あたり来場者数は増加している。図中には、2014 年に開設されたご近所ラボ新橋の
来場者数の推移も併記してある。こちらはまだオープン後 2 年分のデータしかないが、1 年で 3
倍以上に来場者が増えるなど、着実に発展している。参考までに芝の家とご近所ラボ新橋の合















































































	 事務局常勤スタッフは 3 名で、日々の場づくりおよび、事務的な作業全般（企画運営、広報
や渉外活動など）を担当している。２つの拠点（芝の家、ご近所ラボ新橋）のそれぞれの現場






















いることを指摘している。2012 年度以降もこの傾向は続いており、2015 年度は実に 150 回以上
のイベントが開催され（複数回開催されるイベントも含む）、その 85％以上は来場者主導のイベ
ントとなっている。	
	 表 4-4 は、2008 年度、2011 年度、2015 年度に行われたイベントを比較した一覧である。2008
年度に開催されたイベントは 17 種類で、うち 4 つのみが来場者や近隣住民が発案し主体的に実
施したイベントであった。2011 年度になると、13 イベントのうち 8 件が来場者主体の開催にな
る。これに加えて、一回限りのイベントではなく継続的なプロジェクトが生まれており、その
数は代表的なものだけで 9 件を数えた。いずれも来場者や近隣住民が中心となって進める活動






























来場者主体 イベント名称 来場者主体 イベント名称 来場者主体 イベント名称









ニングイベント ● レコードで聴くジャズの名演奏 ● うちわ作り
隣人まつり　もぐもぐ／Peeper ● 絵手紙教室 ● マジック塾
● スポーツチャンバラ教室 ● 持ち寄り昼食会「もぐもぐ」 ● 幻聴妄想かるた
芝会議 地域コミュニティ部会 ● ミニ茶会　気軽にお抹茶（点茶体験もあり） ● 出張ふわカフェ
音で発見、芝のまち 親子で参加するサウン
ド・エデュケーション・ワークショップ ● おやつづくり ● とうきょうプレイデー
大学地域連携シンポジウム 慶應義塾大学三田
キャンパス周辺での大学地域連携の取り組み ● 世間遺産を探そう！ワークショップ 芝の家7周年記念 いろはにほへっと芝まつり
● うたの住む家ミニコンサートin芝の家 芝の家3周年記念 いろはにほへっと芝まつり ● 出張＠コドモチョウナイカイ
アートをみて、話そう！ アメリア・アレナス






認知症サポータ養成講座 芝の家プロジェクト発表会「3人寄れば、地域がうごく？」 ● 木に名前をつけよう
芝塾：コミュニティ講座 遊びあふれる豊かな
コミュニティをめざして ● 芝の家コミュニティ菜園プロジェクト 卒論発表会
港区は落語の宝庫 ● 縁をつなげるすこやかプロジェクト『えんす～ ● 「誕生学」おはなし会
● アンサンブルULALA　春のうららの空想旅行 ● Connecting Neighborhood Project からだであそぶ芝の家
● レコードで聴くジャズの名演奏 ● 『芝でこそ』芝で子育てしたくなるまちづくりプロジェクト ● アロマ部
● 芝んちRadio ● とん活部（肩タタキ）
● 芝にコレクティブハウスがあったらいいなプロジェクト ● ふらっと芝の家～リヴァイヴ・クラブ～
● 楽しくパッチワーク ● レコードで聴くジャズの名演奏
● 早起き夜警クラブ ● 持ち寄り昼食会「もぐもぐ」












































も、このキックオフの場で決定した。10 月 4 日には、オープニングイベントを開催し、同時に
港区と慶應義塾の地域連携に関する協定の調印式も実施した。	


























































方にもとづく印象が大きな割合を占めるが、それを端的に示す事例として、2009 年 10 月に実施
した「芝の家一周年記念	 いろはにほへっと芝まつり（以下「ほへっとまつり」と呼ぶ」があ
る。	







































































































































































































	 	 G1：来場者	 	 60 件	
	 	 G2：スタッフ	 	 30 件	
	 	 G3：来場者の家族	 15 件	
	 	 G4：近隣の組織、施設	 20 件	
	 	 G5：近隣の一般住民	 21 件	
	
・利用実態	
	 まず、アンケート調査の結果から、来場者の利用実態を俯瞰する。サンプルは、20 代から 90









        図 4-7. 芝の家を訪れる頻度          図 4-8. 滞在時間 
	
	 次に交通手段と所用時間だが、徒歩で訪れる人が 69％と最も高く、5 分以内で芝の家に到着






















































































































































     図 4-15. 元気になったと感じる         図 4-16. 地域のつながりが得られた	
	
	

























































































































































	 4 事例の参加者、合計 40 名から聞き取り調査を行った。調査対象者は表 5-1 の通りである。	
	 	 	














名前 名前 性別 年代 職業 番号 名前 性別 年代 職業
1 Aさん 女性 60歳代 主婦 1 Aさん 男性 30歳代 社会福祉協議会職員
2 Bさん 女性 20歳代 会社員 2 Bさん 女性 60歳代 主婦
3 Cさん 女性 30歳代 非営利団体職員 3 Cさん 男性 30歳代 市職員
4 Dさん 男性 50歳代 自営業 4 Dさん 女性 60歳代 主婦
5 Eさん 女性 50歳代 主婦 5 Eさん 女性 60歳代 主婦
6 Fさん 女性 20歳代 幼稚園職員 6 Fさん 女性 60歳代 主婦
7 Gさん 男性 50歳代 会社員 7 Gさん 女性 60歳代 主婦
8 Hさん 女性 40歳代 主婦 8 Hさん 男性 40歳代 自営業
9 Iさん 女性 30歳代 フリーランス 9 Iさん 男性 60歳代 元市職員
10 Jさん 女性 30歳代 フリーランス 10 Kさん 男性 30歳代 社会福祉協議会職員
11 Kさん 女性 30歳代 芝の家スタッフ
リタクラブの参加者 津屋崎ブランチの参加者
名前 名前 性別 年代 職業 名前 名前 性別 年代 職業
1 Aさん 女性 20歳代 カイロプラクター 1 Aさん 女性 40歳代 主婦、カフェ店主
2 Bさん 女性 30歳代 ビジネスコーチ 2 Bさん 男性 20歳代 学生
3 Cさん 男性 40歳代 会社経営 3 Cさん 女性 50歳代 民宿経営
4 Dさん 男性 30歳代 会社員 4 Dさん 男性 30歳代 自営業、カフェ店主
5 Eさん 男性 40歳代 ビジネスコーチ 5 Eさん 女性 20歳代 公務員
6 Fさん 女性 40歳代 人材開発トレーナー 6 Fさん 女性 70歳代 地域活動家
7 Gさん 男性 40歳代 詩人 7 Gさん 男性 30歳代 会社員、建設業
8 Hさん 男性 40歳代 会社員 8 Hさん 男性 60歳代 会社役員、建設業
9 Iさん 女性 40歳代 ビジネスコーチ
10 Jさん 女性 30歳代 キッチンライフアドバイザー





芝の家 ケース１ A さん（70 歳代女性）／S-01 















芝の家 ケース 2 B さん（20 歳代女性）／S-02 

























芝の家 ケース 3 C さん（30 歳代女性）／S-03 























芝の家 ケース 4 D さん（50 歳代男性）／S-04 


























芝の家 ケース 5 E さん（60 歳代女性）／S-05 

































































芝の家 ケース 7 G さん（50 歳代男性）／S-07 







































芝の家 ケース 8 H さん（40 歳代女性）／S-08 
	 近隣で子育てをしながら芝の家スタッフをしている H さんが初めて芝の家に来たのは、
















































芝の家 ケース１0 J さん（30 歳代女性）／S-10 



















芝の家 ケース 11 K さん（30 歳代女性）／S-11 


































うちの実家 ケース 1 A さん（30 歳代男性）／U-01 










































うちの実家 ケース 3 C さん（30 歳代男性）／U-03 








































うちの実家 ケース 5 E さん（60 歳代女性）／U-05 
	 勤めていた会社を 60 歳で定年退職した E さんは、職業安定所で見かけた介護ヘルパー
























	 ここにずっと関わってきて、いまは 1 ヶ月に 1 回の茶の間だが、ここに来てみんなに
会えることが楽しい。 
 
うちの実家 ケース 6 F さん（60 歳代女性）／U-06 
































うちの実家 ケース 7 G さん（60 歳代女性）／U-07 
































うちの実家 ケース 8 H さん（40 歳代男性）／U-08 






















	 私はまだ事業をはじめて 2 年ちょっと、河田さんは 20 何年。私もそれまでしぶとくや
るしかないと思う。以前は、本当にプライドのかたまりで、惨めな姿は見せたくないと
思っていた。今はもういいやって感じになったという。このままで終わりたくないし、
人の役に立ちたいっていう気持ちがある。人の喜ぶ顔が好きだ、と H さんは笑った。 
 




























うちの実家 ケース１0 K さん（30 歳代男性）／U-10 






































リタクラブ ケース 1 A さん（20 歳代女性）／L-01 
































































































リタクラブ ケース 4 D さん（30 歳代男性）／L-04 
























リタクラブ ケース 5 E さん（40 歳代男性）／L-05 



























リタクラブ ケース 6 F さん（40 歳代女性）／L-06 
























































リタクラブ ケース 8 H さん（40 歳代男性）／L-08 


























リタクラブ ケース 9 I さん（40 歳代女性）／L-09 


















リタクラブ ケース 10 J さん（30 歳代女性）／L-10 






































































津屋崎ブランチ ケース 1 A さん（40 歳代女性）のケース／T-01 


















津屋崎ブランチ ケース 2 B さん（20 歳代男性）のケース／T-02 
	 津屋崎生まれの B さんは、九州大学で歯科医の勉強をしている。津屋崎ブランチは、
インターネットの情報ですごい活動が始まっているようなことを知っていたが、関わる

























津屋崎ブランチ ケース 3 C さん（50 歳代女性）のケース／T-03 





















津屋崎ブランチ ケース 4 D さん（30 歳代男性）のケース／T-04 




























津屋崎ブランチ ケース 5 E さん（20 歳代女性）のケース／T-05 























































津屋崎ブランチ ケース 7 G さん（30 歳代男性）のケース／T-07 
































津屋崎ブランチ ケース 8 H さん（60 歳代男性）のケース／T-08 




























































































                                            
32 B.G.グレイザー、A.L.ストラウス『データ対話型理論の発見―調査からいかに理論をうみだすか』後藤
隆他訳、新曜社、1996 年、86 頁。 
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大分類 中分類 小分類 786
34 6 7 9 6
4 1 1 2
2 2
5 1 1 2
18 1 5 8 3
15 6 8
21 3 7 2 4
4 2 1 1
6 1 5
8 3 3 1
8 2 2 1
11 1 3 3 3
3 1 1 1
11 2 2 5 1
5 4
8 3 2 2
46 6 8 10 5
5 1 2 1
12 1 3 5 2
12 4 1 3 1
4 3
3 2 1









19 1 7 5
73 9 10 10 6
26 5 4 5 3
29 9 5 5 3




23 4 6 3 4
3 1
6 1 3 2
5 1 1 3
21 5 5 2 4
6 1 3 1
5 1 2 2
3 1 1 1
8 2 2 2
2 1 1
3 1 1 1
5 2 2 1
4 2
47 10 7 5 3
4 2 1
18 3 3 3 3
21 2 3 6 3
7 2 3
16 8 4 1
7 3 2 1
15 3 1 5 1
12 3 5
13 6
4 1 2 1
7 3 1 1 1
8 4 1 3
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そういう所はちょっとあるけど。（L-09：リタクラブの I さん、40 歳代女性）	
	



















































































































の家の F さん、20 歳代女性）	
	




























































































ごい賛同できましたね。（L-05：リタクラブの E さん、40 歳代男性）	
	












































































が割れだして。そこずっとうろうろしてて。（T-02：津屋崎ブランチの B さん、20 歳代男性）	
	
















































津屋崎ブランチの D さん、30 歳代男性）	
	





































































プリントアウトしてプレゼントするっていうのをやったんですけど。一日 100 人、200 人
とか書いてもらって、学生が集まって、僕らも変装して祭を盛り上げるとかっていうの
をやったんですけど、それもまさにこの場所があってできたって感じですね。（L-03：リ




























きて、あるだろうね。E さん E さん！って言ってくるんですよね。（U-05：うちの実家の
E さん、60 歳代女性）	
	






























































































































































































図 5-1. 参加主体の意識・行動変化の概念とストーリーライン 
	
























図 5-2. 4 事例を通じて現れる参加主体の意識・行動変化 



















SAKAKURA kyosuke | Keio University | 2018/11/1643













































































































































































図 5-5. 創発を促す場の規範 
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図 6-1. 芝の家の平面図 
	 	
図 6-2. 芝の家の玄関とちゃぶ台（左）、室内（右） 
	 	





























図 6-4. 駄菓子コーナー（左）、セルフサービスの喫茶コーナー（右） 
	 	
図 6-5. 遊び道具（左）、全体を見渡すスタッフ（右） 
	 	


































































































事例 2 うちの実家 
・空間設計 
























図 6-7. うちの実家の平面図 
	
  
図 6-8. うちの実家の玄関（左）、門に掲げられた案内（右） 
	 	
図 6-9. 玄関（左）、下駄箱の上のノートと予定表（右） 
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図 6-10. 喫茶コーナー（左）、壁に貼り出された予定表（右） 
	







































































































































































事例 3 リタクラブ 
・空間設計 




















図 6-12. リタクラブの平面図 
	
	 	
図 6-13. 通り沿いの看板（左）、エントランス（右） 
	 	
























図 6-15. 本棚とピアノ（左）、ドリンクコーナー（右） 
	 	
図 6-16. 受付（左）、会員を紹介するカード（右） 
	 	




























































































は、月 2 回くらい研修を行い、ポエシアブランカ設立前には年間 800 枚くらいの名刺を配布す










































図 6-18. 津屋崎ブランチの平面図 
	 	

















図 6-20. 未来会議室の看板（左）、キッチン（右） 
	 	
図 6-21. 玄関の土間（左）、引き戸（右） 
	
	 	







































	 また、プチ起業塾という、自分のやりたいことを活かして月 3〜5 万円の小さな仕事をつくり
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第 7章 考察 ：居場所の創発とそのマネジメント 
 
 
 第 5 章および第６章では、以下の調査課題についての調査と分析を行った。改めて冒頭で述
べた研究課題を提示する。 
 











































































同士のつながりを生み、活動を促す（研究課題 1）という構図であった。これは、A が B をつ


































































                                            
33 桜井洋『社会秩序の起源	 「なる」ことの論理』、新曜社、2017 年、8 頁。 




































































































































図 7-5. 個人の変化とプラットフォーム生成の「マネジメント」 
	
	 第 6 章では、地域の居場所のプラットフォームとしての設計は、参加者を集める段階と相互
                                            


























































































































































































                                            































































































































































































































































































                                            
































































                                            
38 山下祐介「都市の創発性—都市的共同性のゆくえ—」、金子勇編著『都市化とコミュニティの社会学』、
ミネルヴァ書房、2001 年 
39 前掲書 66 頁。 
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